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新
潟
支
部
＝
主
な
意
見
・要
望

　
新
潟
支
部
は
新
潟
西
港
お
よ
び

直
江
津
港
〜
佐
渡
島
を
結
ぶ
佐
渡

汽
船
、
村
上
市
・
岩
船
港
〜
粟
島

を
結
ぶ
粟
島
汽
船
、
新
潟
東
西
港

と
直
江
津
港
に
タ
グ
ボ
ー
ト
を
配

置
す
る
日
本
海
曳
船
、
水
先
艇
業

務
の
新
潟
水
先
、
水
産
部
門
の
大

倉
漁
業
を
担
当
し
て
お
り
、
大
衆

討
議
期
間
中
、
訪
船
や
陸
上
集
会

を
行
い
、
現
場
組
合
員
と
の
質
疑

応
答
や
意
見
交
換
で
共
通
認
識
を

深
め
た
。
現
場
組
合
員
か
ら
の
主

な
意
見
や
要
望
は
▽
食
料
金
の
改

定
を
求
め
た
い
。
要
求
額
は
執
行

部
に
一
任
し
た
い
▽
駐
車
場
補
助

の
見
直
し
を
求
め
た
い
▽
ベ
ア
方

針
に
異
論
は
な
い
。
今
年
も
期
待

す
る
―
な
ど
の
声
が
多
か
っ
た
。

三
崎
支
部
＝
主
な
意
見
・要
望

　
三
崎
支
部
の
担
当
船
は
、
遠
洋

漁
船
が
多
く
、
船
種
は
遠
洋
マ
グ

ロ
は
え
縄
漁
船
、
海
外
ま
き
網
漁

船
、
メ
ロ
底
は
え
縄
漁
船
、
カ
ニ

籠
漁
船
、
そ
の
他
、
違
法
漁
船
を

取
り
締
ま
る
漁
業
取
締
船
な
ど
水

産
部
門
の
会
社
を
担
当
し
て
い
る
。

　
今
年
度
の
労
働
協
約
改
定
闘
争

に
向
け
た
大
衆
討
議
期
間
中
は
、

漁
業
取
締
船
お
よ
び
鹿
児
島
県
枕

崎
港
に
入
港
し
た
海
外
ま
き
網
漁

船
の
訪
船
や
、
洋
上
で
操
業
中
の

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
な
ど
へ

メ
ー
ル
連
絡
を
実
施
し
、
労
働
協

約
改
定
闘
争
に
向
け
た
要
求
内
容

を
説
明
し
た
。

　
主
な
意
見
・
要
望
は
▽
退
職
金

規
定
は
基
本
給
が
反
映
さ
れ
な
い

制
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

基
本
給
と
連
動
す
る
退
職
金
規
定

の
要
求
を
し
て
ほ
し
い
▽
司
厨
長

は
限
ら
れ
た
食
料
金
で
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
が
、
現
在
も
食
料
の

高
騰
が
続
い
て
お
り
、
食
料
金
の

引
き
上
げ
要
求
は
必
要
不
可
欠
▽

公
共
交
通
機
関
の
運
賃
も
上
昇
し

て
い
る
た
め
、
帰
省
旅
費
の
上
限

金
額
引
き
上
げ
を
要
求
し
て
ほ
し

い
―
な
ど
の
声
が
多
か
っ
た
。

静
岡
支
部
＝
主
な
意
見
・要
望

　
静
岡
支
部
は
、
大
衆
討
議
期
間

中
、
訪
船
や
集
会
で
現
場
組
合
員

の
意
見
集
約
を
図
り
、
内
航
部
門

で
は
▽
船
員
後
継
者
確
保
の
た
め

に
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
基
本

給
の
大
幅
な
改
善
を
実
施
し
、
船

員
職
業
の
魅
力
向
上
と
な
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
▽
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
年
間
臨

時
手
当
も
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
▽

宿
泊
費
に
つ
い
て
、
既
に
現
行
も

協
約
に
定
め
る
金
額
を
超
え
る
場

合
に
は
実
費
精
算
さ
れ
て
い
る
会

社
も
あ
る
が
、
実
費
支
給
を
明
記

す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
―
な
ど

の
声
が
多
か
っ
た
。

　
旅
客
船
部
門
で
は
▽
新
た
な
人

材
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
後
継
者
を
確
保
す
る
た
め
、

人
材
を
呼
び
寄
せ
る
魅
力
あ
る
労

働
条
件
の
構
築
が
必
要
―
と
の
意

見
が
多
か
っ
た
。

　
港
湾
部
門
で
は
▽
タ
グ
ボ
ー
ト

を
含
め
、
港
湾
部
門
は
他
部
門
に

比
べ
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
た
め
、
大
幅
な
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
を
期
待
す
る
―
と
の

声
が
多
か
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
水

産
部
門
で
は
、
総
じ
て
物
価
高
騰

に
負
け
な
い
生
活
給
と
し
て
の
賃

金
ア
ッ
プ
の
声
が
多
か
っ
た
。

　
２
０
２
６
年
の
海
員
春
闘
（
労
働
協
約
改
定
）
は
、
要
求
書
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
１
月
６
日
か
ら
２
月
16
日
ま
で
の
大
衆

討
議
期
間
中
、
全
国
各
地
の
現
場
組
合
員
の
意
見
集
約
を
行
う
た
め
、
訪
船
や
集
会
を
実
施
し
、
外
航
・
内
航
・
沿
海
・
港
湾
・

水
産
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
意
見
を
ま
と
め
、
現
場
と
執
行
部
間
の
意
思
疎
通
・
共
通
認
識
を
図
っ
た
。
ま
た
、
現
場
組
合
員
の
意

見
集
約
は
、
２
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
81
年
度
外
航
部
委
員
会
、
水
産
部
委
員
会
、
国
内
部
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
論

議
さ
れ
、
各
部
門
で
の
労
働
協
約
改
定
闘
争
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。
関
東
地
方
支
部
管
内
の
各
支
部
（
新
潟
支
部
・
三
崎
支
部
・

静
岡
支
部
）
の
労
働
協
約
改
定
要
求
案
に
対
す
る
主
な
意
見
・
要
望
は
次
の
通
り
。
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全国各地で現場集会を開催全国各地で現場集会を開催
組合員の意見を集約組合員の意見を集約

海
で
つ
な
が
る
仲
間
の
力
！
未
来
を
動
か
す
海
員
春
闘

海
で
つ
な
が
る
仲
間
の
力
！
未
来
を
動
か
す
海
員
春
闘

静岡支部静岡支部静岡支部 大衆討議大衆討議大衆討議

三崎支部三崎支部三崎支部 大衆討議大衆討議大衆討議 新潟支部新潟支部新潟支部 大衆討議大衆討議大衆討議

佐渡汽船佐渡汽船佐渡汽船

日本海曳船日本海曳船日本海曳船七洋船舶七洋船舶七洋船舶
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東洋商船（第六はる丸）東洋商船（第六はる丸）東洋商船（第六はる丸）

宇和島運輸（れいめい丸）宇和島運輸（れいめい丸）宇和島運輸（れいめい丸）

宇和島運輸（あかつき丸）宇和島運輸（あかつき丸）宇和島運輸（あかつき丸）

四国開発フェリー（おれんじえひめ）四国開発フェリー（おれんじえひめ）四国開発フェリー（おれんじえひめ）

九四オレンジフェリー（おれんじ四国）九四オレンジフェリー（おれんじ四国）九四オレンジフェリー（おれんじ四国）

し
、
魅
力
あ
る
労
働
条
件
作
り
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
給

は
年
間
臨
時
手
当
や
割
増
手
当
、

退
職
手
当
に
も
つ
な
が
る
の
で
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
基
本
給
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
年
間

臨
時
手
当
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
乗
船
前
泊
な
ど
に
お
け
る
宿
泊

費
に
つ
い
て
、
現
行
も
協
約
に
定

め
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
は
実

費
清
算
さ
れ
て
い
る
が
、
実
費
支

が
あ
る
。

▽
艤
装
員
手
当
に
つ
い
て
、
新
造

船
を
受
け
取
る
と
い
う
名
誉
な
仕

事
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
乗

船
中
の
賃
金
よ
り
下
回
る
現
状
は

改
善
す
べ
き
で
あ
る
。

▽
代
替
燃
料
船
手
当
に
つ
い
て
、

海
運
業
界
の
流
れ
と
し
て
将
来
的

に
扱
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
今
の
段
階
で
要
求
す
る

こ
と
は
賛
成
で
あ
る
。

　
愛
媛
支
部
は
大
衆
討
議
期
間

中
、
現
場
組
合
員
と
意
見
交
換
を

行
い
、
共
通
理
解
を
深
め
た
。
令

和
８
年
度
労
働
協
約
改
定
要
求
案

に
対
す
る
各
部
門
の
主
な
意
見
・

要
望
は
次
の
通
り
。

内
航
部
門

▽
船
員
後
継
者
確
保
の
た
め
に

も
、
今
年
度
も
し
っ
か
り
と
し
た

基
本
給
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
実
施

給
を
確
実
に
す
る
た
め
明
記
す
る

こ
と
に
異
論
は
な
い
。

▽
長
期
乗
船
に
対
す
る
慰
労
金
新

設
に
つ
い
て
、
要
員
不
足
か
ら
長

期
乗
船
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、

制
度
新
設
を
強
く
望
む
。

沿
海
部
門

▽
今
年
度
も
基
本
給
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
第
一
に
、
若
年
船
員
に
も
魅
力

あ
る
会
社
作
り
を
し
て
い
く
必
要

▽
旅
客
船
部
門
と
し
て
定
年
年
齢

の
引
き
上
げ
も
検
討
時
期
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

▽
船
内
食
料
金
に
つ
い
て
、
物
価

高
騰
へ
の
対
応
と
し
て
金
額
改
定

は
必
要
で
あ
る
。
夜
食
費
に
つ
い

て
も
長
年
改
定
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
併
せ
て
要
求
す
べ
き
。

　
物
価
高
に
負
け
な
い
賃
金
ア
ッ

プ
が
必
要
と
い
う
現
場
の
声
を
力

に
労
働
協
約
改
定
に
臨
む
。

愛媛支部海員春闘海員春闘海員春闘 大衆討議大衆討議大衆討議

船員後継者を確保するため船員後継者を確保するため
ベースアップが必要不可欠ベースアップが必要不可欠

東洋商船（むさし丸）東洋商船（むさし丸）東洋商船（むさし丸）

四国開発フェリー（おれんじおおさか）四国開発フェリー（おれんじおおさか）四国開発フェリー（おれんじおおさか）

九四オレンジフェリー（おれんじ九州）九四オレンジフェリー（おれんじ九州）九四オレンジフェリー（おれんじ九州）

宇和島運輸（あけぼの丸）宇和島運輸（あけぼの丸）宇和島運輸（あけぼの丸）

大幅賃金アップで
魅力ある船員職業に
つなげてほしい
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九
州
関
門
地
方
支
部
は
、
内
航

・
大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
の
関
係
組

合
員
に
対
し
、
各
船
団
に
お
け
る

次
年
度
労
働
協
約
改
定
要
求
原
案

の
策
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
具

体
的
な
要
求
の
組
み
立
て
に
つ
い

て
説
明
し
、
質
疑
応
答
の
う
え
共

通
認
識
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
旅
客
船
・
水
産
・
港
湾

・
陸
上
部
門
の
個
別
各
社
は
、
こ

れ
ま
で
組
合
員
か
ら
提
起
さ
れ
た

協
約
改
定
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、

中
央
方
針
に
則
っ
た
要
求
原
案
を

策
定
し
、
積
極
的
に
大
衆
討
議
訪

船
・
現
場
集
会
を
開
催
し
、
現
場

組
合
員
の
意
見
・
要
望
の
集
約
に

努
め
た
。
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見

・
要
望
は
次
の
通
り
。

内
航
部
門

▽
３
年
連
続
の
満
額
獲
得
に
感
謝

し
て
い
る
。
今
年
も
満
額
回
答
を

勝
ち
取
れ
る
よ
う
に
交
渉
を
頑
張

っ
て
ほ
し
い
。

▽
若
年
層
の
定
着
率
が
低
い
の
で
、

要
員
を
確
保
す
る
魅
力
あ
る
賃
金

形
態
は
必
要
と
考
え
る
。

▽
乗
船
期
間
が
３
カ
月
を
超
え
た

場
合
の
慰
労
金
の
新
設
は
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な
が
る
。

大
型
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
部
門

▽
陸
上
諸
産
業
は
、
本
年
も
ベ
ア

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
船
員
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
、
４
年
連
続
の
ベ
ア
満
額

回
答
を
目
指
し
て
交
渉
を
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
船
員
税
制
の
地
域
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

旅
客
船
部
門

▽
近
年
の
ベ
ア
獲
得
に
は
大
変
感

謝
し
て
お
り
、
今
年
も
高
水
準
の

ベ
ア
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
交
渉
を

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
船
員
を
確
保
す
る
た
め
魅
力
的

な
賃
金
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

▽
航
海
中
は
電
波
が
入
ら
な
い
海

域
も
あ
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
改
善
し
て
ほ
し
い
。

水
産
部
門

▽
昨
年
の
満
額
回
答
に
感
謝
し
て

お
り
、
今
年
も
要
求
通
り
の
ベ
ア

が
な
さ
れ
る
よ
う
交
渉
を
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。港

湾
部
門

▽
人
材
不
足
を
補
う
た
め
賃
金
改

善
は
必
要
不
可
欠
。
若
年
層
の
定

着
率
を
上
げ
な
い
と
悪
循
環
に
歯

止
め
が
効
か
な
い
た
め
、
去
年
よ

り
も
高
い
水
準
で
ベ
ア
を
勝
ち
取

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

▽
物
価
も
上
が
っ
て
い
る
た
め
、

食
料
金
の
増
額
を
お
願
い
す
る
。

▽
職
務
に
応
じ
た
ベ
ア
獲
得
を
目

指
し
交
渉
願
い
た
い
。

　
総
括
と
し
て
、
多
く
の
組
合
員

か
ら
「
物
価
高
に
歯
止
め
が
か
か

っ
て
お
ら
ず
、
実
質
賃
金
は
目
減

り
し
て
お
り
、
陸
上
よ
り
も
、
船

員
と
し
て
の
魅
力
発
信
の
た
め
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
に
大
い
に
期
待
し
て

お
り
、
交
渉
を
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
激
励
を
受
け
た
。

厳
し
い
交
渉
が
予
想
さ
れ
る
が
、

現
場
組
合
員
と
職
場
委
員
、
執
行

部
が
一
致
団
結
し
て
労
働
協
約
改

定
闘
争
に
臨
む
。

九州関門地方支部海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘海員春闘 大衆討議大衆討議大衆討議

現場の声を力に！現場の声を力に！

要求貫徹に向けて一致団結

船
員
職
業
の
後
継
者
確
保
と

若
年
船
員
の
定
着
の
た
め
賃
金
ア
ッ
プ

日本サルヴェージ・陸上集会日本サルヴェージ・陸上集会日本サルヴェージ・陸上集会

ＭＵアークライン（福晴丸）ＭＵアークライン（福晴丸）ＭＵアークライン（福晴丸）

中津留組（新豊洋丸）中津留組（新豊洋丸）中津留組（新豊洋丸）

南洋海運（博洋丸）南洋海運（博洋丸）南洋海運（博洋丸）

オーシャントランス（フェリーびざん）オーシャントランス（フェリーびざん）オーシャントランス（フェリーびざん）

国道九四フェリー（速なみ）国道九四フェリー（速なみ）国道九四フェリー（速なみ）
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道
北
支
部
は
２
月
10
日
に
紋
別

市
、
２
月
13
日
に
稚
内
市
へ
海
運

・
船
員
の
政
策
諸
課
題
に
関
す
る

申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
　

　
紋
別
市
へ
の
申
し
入
れ
に
は
、

現
場
組
合
員
代
表
と
し
て
第
81
平

安
丸
の
服
部
起
容
嗣
漁
労
長
と
第

28
嘉
廣
丸
の
高
橋
稔
漁
労
長
に
同

行
し
て
い
た
だ
き
、
山
﨑
彰
則
市

長
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
稚
内
市
へ
の
申
し
入
れ
で

は
、
稚
内
海
友
会
の
中
澤
和
一
会

長
に
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
工
藤

広
市
長
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。

　
各
申
し
入
れ
で
は
渡
邊
長
寿
道

北
支
部
長
が
申
し
入
れ
文
書
を
手

交
し
、
申
し
入
れ
内
容
を
詳
細
に

説
明
し
た
上
で
、
船
員
の
住
民
税

減
免
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
別
懸
案

事
項
の
違
法
カ
ニ
か
ご
漁
具
撤
収

な
ど
を
強
く
要
望
し
、
意
見
交
換

を
行
い
、
共
通
認
識
を
深
め
て
申

し
入
れ
を
終
え
た
。

左から高橋稔漁労長、渡邊長寿道北支部長、山﨑彰則紋別市長、服部起容嗣漁労長左から高橋稔漁労長、渡邊長寿道北支部長、山﨑彰則紋別市長、服部起容嗣漁労長左から高橋稔漁労長、渡邊長寿道北支部長、山﨑彰則紋別市長、服部起容嗣漁労長

左から水谷洋一網走市長、清水誠道東支部長左から水谷洋一網走市長、清水誠道東支部長左から水谷洋一網走市長、清水誠道東支部長

左から髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長、西丸巧農林水産部部長左から髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長、西丸巧農林水産部部長左から髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長、西丸巧農林水産部部長

左から、中澤和一稚内海友会会長、渡邊長寿道北支部長、工藤広稚内市長左から、中澤和一稚内海友会会長、渡邊長寿道北支部長、工藤広稚内市長左から、中澤和一稚内海友会会長、渡邊長寿道北支部長、工藤広稚内市長

左から中村基明釧路市副市長、清水誠道東支部長、松尾和仁釧路市議会議員左から中村基明釧路市副市長、清水誠道東支部長、松尾和仁釧路市議会議員左から中村基明釧路市副市長、清水誠道東支部長、松尾和仁釧路市議会議員

左から石井毅市町村財政課長、髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長左から石井毅市町村財政課長、髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長左から石井毅市町村財政課長、髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

道北支部道北支部道北支部道北支部道北支部道北支部

稚内市稚内市稚内市

釧路市釧路市釧路市

福島県福島県福島県

紋別市紋別市紋別市

網走市網走市網走市

いわき市いわき市いわき市
小名浜支部小名浜支部小名浜支部小名浜支部小名浜支部小名浜支部

道東支部道東支部道東支部道東支部道東支部道東支部

　
道
東
支
部
は
２
月
18
日
、
釧
路

市
と
網
走
市
に
海
運
・
船
員
の
政

策
諸
課
題
に
関
す
る
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。

　
各
自
治
体
へ
の
申
し
入
れ
は
、

釧
路
市
が
中
村
基
明
副
市
長
に
ご

対
応
い
た
だ
き
、
網
走
市
は
水
谷

洋
一網
走
市
長
に
ご
対
応
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
釧
路
市
へ
の
申
し

入
れ
で
は
、
松
尾
和
仁
釧
路
市
議

会
議
員
（
組
合
政
治
参
与
）
に
ご

同
行
い
た
だ
い
た
。

　
各
申
し
入
れ
で
は
清
水
誠
道
東

支
部
長
が
申
し
入
れ
文
書
を
手
交

し
、
申
し
入
れ
内
容
を
詳
細
に
説

明
し
た
上
で
▽
船
員
の
住
民
税
減

免
に
つ
い
て
▽
海
に
親
し
む
活
動

に
つ
い
て
―
な
ど
を
強
く
要
望
し

た
。
釧
路
市
の
中
村
副
市
長
か
ら

は
、
船
員
の
住
民
税
減
免
に
つ
い

て
は
、
税
の
公
平
性
の
観
点
が
あ

り
、
道
内
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
た
い
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

　
小
名
浜
支
部
は
１
月
29
日
に
福

島
県
、
２
月
２
日
に
、
い
わ
き
市

へ
海
運
・
船
員
の
政
策
諸
課
題
に

関
す
る
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
各
自
治
体
へ
の
申
し
入
れ
は
、

福
島
県
が
石
井
毅
市
町
村
財
政
課

長
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
い
わ
き

市
は
西
丸
巧
農
林
水
産
部
部
長
に

ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
い

わ
き
市
へ
の
申
し
入
れ
で
は
、
大

友
康
夫
い
わ
き
市
議
会
議
員
に
ご

同
行
い
た
だ
い
た
。

　
各
申
し
入
れ
で
は
髙
橋
雅
幸
東

北
地
方
支
部
長
が
申
し
入
れ
文
書

を
手
交
し
、
申
し
入
れ
内
容
を
詳

細
に
説
明
し
た
上
で
▽
船
員
の
住

民
税
減
免
に
つ
い
て
▽
海
に
親
し

む
活
動
に
つ
い
て
―
な
ど
を
強
く

要
望
し
た
。

　
い
わ
き
市
か
ら
は
、
船
員
の
住

民
税
減
免
は
現
時
点
で
は
難
し
い

が
、
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
し
た
。

違法カニかご漁具撤収など地域に根ざす懸案事項も要望

船員の住民税減免について強く要望
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九
州
関
門
地
方
支
部
は
、
第
86

回
定
期
全
国
大
会
で
決
定
し
た
政

策
諸
課
題
の
ほ
か
、
地
域
的
な
課

題
に
対
す
る
施
策
に
向
け
、
北
九

州
市
・
宇
部
市
・
下
関
市
・
大
分

県
・
福
岡
県
・
福
岡
市
に
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。

　
申
し
入
れ
で
は
▽
船
員
の
確
保

・
育
成
を
は
じ
め
、
船
員
養
成
教

育
機
関
の
維
持
や
海
に
親
し
む
活

動
の
推
進
▽
カ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
規
制

の
堅
持
▽
船
員
税
制
▽
外
国
人
船

員
の
上
陸
制
限
問
題
へ
の
対
応
▽

フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
、
離
島
航
路

の
維
持
・
存
続
に
向
け
た
支
援
措

置
│
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
別
に
抱

え
る
諸
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
強
く
要
請
し
た
。

　
ま
た
、
申
し
入
れ
に
は
、
全
国

海
友
婦
人
会
の
濱
田
恵
子
北
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
長
、
奥
川
瑠
美
子
大
分

支
部
長
、
本
組
合
の
政
治
参
与
で

あ
る
福
崎
智
幸
大
分
県
議
会
議

貰
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
職

業
体
験
や
企
業
へ
の
理
解
促
進
を

目
的
と
す
る
「
北
九
州
ゆ
め
み
ら

い
ワ
ー
ク
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
今
後
も
関
係
者
と
連
携
し
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
そ
の
他

の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
各

部
署
へ
周
知
す
る
。

宇
部
市

１
月
15
日

　
海
に
親
し
む
活
動
に
関
し
、
船

員
に
限
ら
ず
人
材
不
足
と
な
っ
て

い
る
現
状
は
理
解
し
て
お
り
、
未

来
へ
投
資
す
る
観
点
か
ら
、
中
学

生
を
対
象
と
し
た
体
験
型
の
取
り

組
み
や
体
験
乗
船
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
裾
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
水
産
振
興
に
関
し
、
今
年
度
よ

り
カ
キ
・
ウ
ニ
養
殖
を
始
め
て
お

り
、
経
過
を
見
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、

て
い
る
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
を

対
象
と
し
た
海
づ
く
り
教
室
な
ど

の
取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
、
継

続
し
て
い
き
た
い
。

福
岡
県

２
月
５
日

　
福
岡
県
立
水
産
高
等
学
校
に
つ

い
て
は
、
入
学
倍
率
が
１
倍
前
後

と
安
定
し
た
倍
率
で
推
移
し
、
安

定
的
な
運
営
が
行
え
て
い
る
。
し

か
し
、
教
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て

お
り
、
水
産
高
校
で
教
育
す
る
こ

と
に
よ
り
将
来
的
に
持
続
的
な
シ

ス
テ
ム
に
で
き
な
い
か
を
模
索
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
生
徒
に
よ
る
実
習
品
の

街
頭
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
で
「
水

産
」
と
い
う
言
葉
を
広
め
、
認
知

度
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。
そ
の
他

要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

部
署
へ
展
開
し
た
い
。

員
、
山
田
ゆ
み
こ
福
岡
市
議
会
議

員
、
奥
村
直
樹
北
九
州
市
議
会
議

員
ほ
か
関
係
議
員
、
関
係
職
場
委

員
の
方
々
に
ご
同
行
い
た
だ
い
た
。

各
自
治
体
の
対
応
（概
要
）

北
九
州
市

１
月
13
日

　
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の

対
応
と
し
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推

進
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

結
果
と
し
て
北
九
州
港
の
フ
ェ
リ

ー
貨
物
取
扱
量
が
過
去
最
高
を
記

録
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
へ

の
支
援
は
、
引
き
続
き
会
社
の
経

済
状
況
を
注
視
し
必
要
に
応
じ
た

支
援
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
船
員
の
確
保
は
重
要
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
港
の
将
来
を
担
う

人
材
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
小

さ
な
子
ど
も
か
ら
中
学
生
を
対
象

と
し
た
体
験
航
海
・
船
内
見
学
会

な
ど
港
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て

関
係
各
部
署
に
展
開
し
た
い
。

下
関
市

１
月
27
日

　
沖
合
底
引
き
網
漁
業
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
補
正
予
算
を
計
上

し
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
と
継
続

的
な
生
産
体
制
確
保
の
た
め
の
支

援
金
交
付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
要
望
事
項
に
つ
い
て

は
、
市
と
し
て
対
応
で
き
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

大
分
県

２
月
３
日

　
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
の
維
持
・

存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
航
路
維
持
存
続
事
業
を
継
続

し
て
お
り
、
離
島
航
路
に
つ
い
て

も
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　
大
分
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校

の
魅
力
発
信
の
た
め
の
補
助
な
ど

実
施
し
、
少
し
で
も
ご
家
族
の
方

が
水
産
教
育
を
知
る
機
会
を
設
け

　
２
０
２
６
年
２
月
25
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

　
一
、２
０
２
６
年
２
月
15
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
９
３　
愛
媛
地
区
Ｄ
グ
ル
ー
プ

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人　
脇
水　
友
浩　
九
四
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
リ
ー

事
務
部

以　
上

各自治体へ各自治体へ
海運・船員の政策諸課題に海運・船員の政策諸課題に

関する申し入れ関する申し入れ

九州関門地方支部九州関門地方支部九州関門地方支部九州関門地方支部九州関門地方支部九州関門地方支部

福
岡
市

２
月
５
日

　
市
営
の
渡
船
で
運
航
す
る
、
離

島
の
航
路
を
抱
え
て
お
り
、
公
共

交
通
機
関
と
し
て
厳
し
い
予
算
の

中
で
頑
張
っ
て
い
る
が
、
船
員
の

確
保
に
向
け
て
、
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
港
湾
施
設
使
用
料
の
減
免
に
つ

い
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
利
用
料

の
改
定
を
行
わ
な
い
で
運
営
し
て

い
る
が
、
実
現
可
否
を
検
討
し
た

い
。

　
博
多
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
に
は
毎
年

多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
い
て
お

り
、
海
・
船
の
歴
史
が
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
も
検
討
し
て
い
る
。

　
市
営
渡
船
を
使
用
し
た
体
験
乗

船
も
実
施
し
て
お
り
、
継
続
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
他
要
望
事
項
に

つ
い
て
は
、
関
係
各
部
署
へ
展
開

し
た
い
。

左から森下龍平名門大洋フェリー職場委員、濱田恵子全国海友婦人会北九州ブロック長、左から森下龍平名門大洋フェリー職場委員、濱田恵子全国海友婦人会北九州ブロック長、左から森下龍平名門大洋フェリー職場委員、濱田恵子全国海友婦人会北九州ブロック長、
松本順一九州関門地方支部長、倉富樹一郎港湾空港局長、松本順一九州関門地方支部長、倉富樹一郎港湾空港局長、松本順一九州関門地方支部長、倉富樹一郎港湾空港局長、

大城俊哉アジアパシフィックマリン職場委員、奥村直樹北九州市議会議員大城俊哉アジアパシフィックマリン職場委員、奥村直樹北九州市議会議員大城俊哉アジアパシフィックマリン職場委員、奥村直樹北九州市議会議員

左から山田ゆみこ福岡市議会議員、釘宮大輔港湾空港局総務部長、左から山田ゆみこ福岡市議会議員、釘宮大輔港湾空港局総務部長、左から山田ゆみこ福岡市議会議員、釘宮大輔港湾空港局総務部長、
松本順一九州関門地方支部長、山下亮充九州郵船職場委員松本順一九州関門地方支部長、山下亮充九州郵船職場委員松本順一九州関門地方支部長、山下亮充九州郵船職場委員

左から山下亮充九州郵船職場委員、松本順一九州関門地方支部長、左から山下亮充九州郵船職場委員、松本順一九州関門地方支部長、左から山下亮充九州郵船職場委員、松本順一九州関門地方支部長、
上田哲子福岡県副知事、坪田すすむ福岡県議会議員上田哲子福岡県副知事、坪田すすむ福岡県議会議員上田哲子福岡県副知事、坪田すすむ福岡県議会議員

左から福崎智幸県議会議員、松本順一九州関門地方支部長、佐藤樹一郎大分県知事、左から福崎智幸県議会議員、松本順一九州関門地方支部長、佐藤樹一郎大分県知事、左から福崎智幸県議会議員、松本順一九州関門地方支部長、佐藤樹一郎大分県知事、
奥川瑠美子全国海友婦人会大分支部長奥川瑠美子全国海友婦人会大分支部長奥川瑠美子全国海友婦人会大分支部長

左から前田晋太郎下関市長、松本順一九州関門地方支部長、左から前田晋太郎下関市長、松本順一九州関門地方支部長、左から前田晋太郎下関市長、松本順一九州関門地方支部長、
津田秀士阪九フェリー職場委員津田秀士阪九フェリー職場委員津田秀士阪九フェリー職場委員

左から林和彦宇部市総務部市民税課長、谷信幸産業経済部水産振興課長、左から林和彦宇部市総務部市民税課長、谷信幸産業経済部水産振興課長、左から林和彦宇部市総務部市民税課長、谷信幸産業経済部水産振興課長、
野村康雄産業経済部産業経済課長、松本順一九州関門地方支部長、野村康雄産業経済部産業経済課長、松本順一九州関門地方支部長、野村康雄産業経済部産業経済課長、松本順一九州関門地方支部長、
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ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト
東

京（
海
員
福
祉
研
修
会
館
）が
、全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
の
は
、
客
室
内
の
ベ
ッ

ド
や
浴
槽
・
ト
イ
レ
な
ど
。
す
べ

て
を
新
調
し
、
宿
泊
者
が
、
よ
り

快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
を
実
現
し

た
。

　
ま
た
、
12
階
「
ル・ア
ー
ブ
ル
」

を
改
装
し
て
朝
食
・
昼
食
会
場

と
し
、
１
階
ロ
ビ
ー
に
は
本
格
的

な
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え

る
カ
フ
ェ
「
Ｒ
ｏ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
ｇ
ｉ　

Ｃ
ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ　
晴
海
店
」
が
六

本
木
店
に
続
き
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
宿
泊・施
設
利
用
に
つ
い
て
は
、

メ
ー
ル
も
し
く
は
電
話
で
の
予
約

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
特
典

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
組
合
員
（
本
人

と
そ
の
家
族
）
が
宿
泊
す
る
場
合

は
、
通
常
の
半
額
料
金
で
宿
泊
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
組
合
員
の
紹

介
が
あ
れ
ば
、
会
議
・
宴
会
費
用

の
総
額
か
ら
30
％
割
引
と
な
る
。

※
組
合
員
価
格

シ
ン
グ
ル
１
泊
７
５
０
０
円
〜

ツ
イ
ン　
１
泊
１
２
５
０
０
円

ツ
イ
ン
（
シ
ン
グ
ル
ユ
ー
ス
）

１
泊　
　
９
０
０
０
円

海員福祉研修会館

ホテルマリナーズコート東京
組合員とそのご家族の宿泊は通常の半額料金

ホテルマリナーズコート東京ホテルマリナーズコート東京

〒104 -0053　東京都中央区晴海4 -7-28
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宿泊予約専用アドレス Mc@hotel-mariners.co.jp
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理
解
を
深
め
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
終
了

し
た
。

栃
木
県
立
馬
頭
高
等
学
校

　
校
舎
は
八
溝
の
山
並
み
に
囲
ま

れ
、
武
茂
の
清
流
を
観
望
す
る
高

台
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
高
台
は

「
古
館
ケ
丘
」
と
古
く
か
ら
呼
ば

れ
、
学
校
祭
、
生
徒
会
誌
の
名
称

や
生
徒
を
顕
彰
す
る
際
の
賞
名
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　
「
向
学
・
礼
儀
・
勤
労
」
を
校

訓
と
し
、
地
域
学
や
水
産
科
の
活

動
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
取
り
組

み
に
挑
戦
、
活
力
と
希
望
に
満
ち

て
い
る
。
ま
た
、
水
産
科
卒
業
生

は
県
内
外
の
水
産
業
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
ほ
か
、
生
徒

の
個
性
と
創
造
性
の
伸
長
を
図
る

た
め
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
て
、
那
珂
川
町
の

「
ひ
と
・
仕
事
・
自
然
」
と
い
っ

た
教
育
資
材
を
存
分
に
活
用
し
た

多
様
な
学
び
を
行
っ
て
い
る
。

　
水
産
科
入
学
生
の
教
育
課
程

は
、
全
国
唯
一
の
内
陸
に
お
け
る

水
産
専
門
学
科
と
し
て
、
淡
水
魚

の
専
門
的
学
習
が
で
き
る
。
さ
ら

に
他
県
の
水
産
高
校
と
提
携
し
た

海
洋
実
習
や
那
珂
川
で
の
カ
ヌ
ー

実
習
、
さ
ら
に
は
県
の
水
産
試
験

場
の
協
力
を
得
た
採
卵
実
習
な
ど

校
外
実
習
も
充
実
し
て
い
る
。

千
葉
県
立
大
原
高
等
学
校

で
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
２
月
２
日
、
千
葉
県
立
大
原
高

等
学
校
で
、
未
来
の
漁
船
員
を
海

へ
と
誘
う
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
、
海
洋
科
学
系
列
の
２
年
生

15
人
が
参
加
し
た
。

栃
木
県
立
馬
頭
高
等
学
校

で
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
１
月
27
日
、
栃
木
県
立
馬
頭
高

等
学
校
で
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行

わ
れ
、水
産
科
の
１
、２
年
生
32
人

が
参
加
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は

（一社
）
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育

成
セ
ン
タ
ー
か
ら
沿
岸
漁
業
の
種

類
や
必
要
な
資
格
、
漁
船
員
の
年

齢
構
成
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
、
錦
織
三
崎
支
部
次
長
か
ら

船
舶
の
種
類
や
船
員
の
魅
力
、
漁

業
種
や
漁
法
の
説
明
を
行
っ
た
。

　
船
員
職
業
に
つ
い
て
、
生
徒
た

ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、
洋
上
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
や
、
船
員
の
休
暇
日
数
、
海

上
で
の
事
故
の
種
類
や
発
生
率
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

　
は
じ
め
に
（
一
社
）
全
国
漁
業

就
業
者
確
保
育
成
セ
ン
タ
ー
か
ら

本
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
進
め
方
が
説
明

さ
れ
、
錦
織
三
崎
支
部
次
長
か
ら

船
舶
の
種
類
や
乗
組
員
の
構
成
、

船
員
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
、
生
徒
は
２
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
長
久
水
産
株
式

会
社
と
大
洋
エ
ー
ア
ン
ド
エ
フ
株

式
会
社
の
担
当
者
か
ら
、
動
画
を

活
用
し
て
の
船
員
の
生
活
や
仕
事

の
説
明
を
受
け
た
。

　
出
席
し
た
生
徒
か
ら
は
、
給
料

や
安
定
し
た
収
入
に
魅
力
を
感
じ

る
と
の
感
想
が
あ
り
、、
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
通
じ
漁
師
の
仕
事
に
興
味

を
持
っ
た
と
回
答
し
た
生
徒
も
。

最
後
に
集
合
写
真
を
撮
影
し
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
終
了
し
た
。

千
葉
県
立
大
原
高
等
学
校

　
本
校
は
外
房
地
域
の
伝
統
校
で

あ
っ
た
勝
浦
若
潮
高
校
（
勝
浦
高

校
と
御
宿
高
校
の
統
合
校
）、
岬

高
校
、
大
原
高
校
が
統
合
さ
れ
、

２
０
１
５
年
に
創
立
さ
れ
た
高
校
。

　
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た

４
校
の
歴
史
と
伝
統
を
く
み
、
総

合
学
科
高
校
と
し
て
多
種
多
様
な

学
び
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
統
合
前
の
学
校
か
ら
受

け
継
い
だ
多
く
の
施
設
・
設
備
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
も
、
本
校
の

特
色
。
水
産
施
設
と
し
て
保
有
す

る
勝
浦
湾
に
面
し
た
栽
培
実
習
場

や
漁
業
実
習
場
で
は
、
伝
統
の
技

術
を
受
け
継
ぎ
、
ア
ワ
ビ
の
稚
貝

や
ヒ
ラ
メ
、
イ
サ
キ
の
稚
魚
を
育

て
る
こ
と
で
海
の
雄
大
さ
や
繊
細

さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

《
関
東
・
三
崎
合
同
＝
発
信
》

進路ガイダンスで進路ガイダンスで
船員の魅力を伝える船員の魅力を伝える

栃木県立馬頭高等学校・千葉県立大原高等学校栃木県立馬頭高等学校・千葉県立大原高等学校栃木県立馬頭高等学校・千葉県立大原高等学校

　
関
東
地
方
支
部
で
は
海
に
親
し
む
活
動
の
一
環
と
し
て
、
水
産
系
・
海
洋
系
学
校
へ
の
出
前
授

業
や
進
路
・
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
画
し
て
、
生
徒
た
ち
へ
船
や
船
員
職
業
の
魅
力
を
伝
え
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
栃
木
県
立
馬
頭
高
等
学
校
と
千
葉
県
立
大
原
高
等
学
校
の
二
校

へ
、
関
東
地
方
支
部
の
菅
野
直
樹
次
長
と
三
崎
支
部
の
錦
織
康
一
次
長
が
赴
き
、
こ
れ
か
ら
船
員

を
目
指
し
世
界
の
海
で
活
躍
す
る
生
徒
た
ち
へ
船
と
船
員
職
業
の
魅
力
を
伝
え
た
。

千葉県立大原高等学校

栃木県立馬頭高等学校栃木県立馬頭高等学校栃木県立馬頭高等学校
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東京港の
復興・整備に活躍した曳船

海事遺産として
保存されている

「
ザ・ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」に
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
の
便
り
で
す
。

頼
も
し
い
助
っ
人

石
川
県  

ま
な

　
今
年
の
大
雪
に
は
下
船
中
の
息
子

の
お
か
げ
で
、
雪
か
き
が
楽
で
し
た
。

（
エ
ネ
オ
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
）

変
わ
り
種
も

新
潟
県  

め
が
ね

　
海
鮮
系
、
サ
ラ
ダ
系
、
ス
イ
ー
ツ

系
…
今
年
も
色
々
な
恵
方
巻
を
美
味

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
佐
渡
汽
船
）

再
会
の
喜
び北

海
道  

み
っ
ち
ゃ
ん

　
高
校
一
年
の
時
の
担
任
の
先
生
と

50
年
ぶ
り
に
会
い
ま
し
た
。
年
賀
状

で
の
お
つ
き
あ
い
で
し
た
が
、
函
館

に
い
ら
し
た
折
に
新
幹
線
の
ホ
ー
ム

で
会
い
ま
し
た
。
傘
寿
を
迎
え
ら
れ

た
恩
師
と
再
会
で
き
た
喜
び
を
か
み

し
め
「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い
て

下
さ
い
」
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

（
ア
ウ
ル
）

水
仙

山
口
県
　
　
新
宅
浩
子

　
一
月
の
下
旬
か
ら
水
仙
が
咲
き
始

め
ま
し
た
。
咲
く
花
の
種
類
が
違
う

の
で
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
楽
し
め
ま

す
。

（
鶴
丸
海
運
）

お
ひ
な
さ
ま石

川
県  

石
川
県
絹
代

　
わ
が
家
に
は
、
二
つ
の
お
ひ
な
さ

ま
が
あ
り
ま
す
。
二
人
の
亡
き
母
が

長
女
が
生
ま
れ
た
時
に
届
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
娘
が
三
人
目
の
子
を

産
み
ま
す
。
無
事
産
ま
れ
ま
す
よ
う

に
と
願
い
、
今
年
も
お
ひ
な
さ
ま
を

飾
り
ま
し
た
。

（
日
本
海
洋
事
業
）

ま
だ
大
丈
夫

大
阪
府  
坂
東
由
芙

　
ま
だ
花
粉
症
に
な
っ
た
こ
と
が
な

い
の
で
す
が
、
い
つ
か
発
症
す
る
の

か
な
、
と
毎
年
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。

（
川
崎
近
海
汽
船
）

も
う
中
学
生

福
岡
県  

三
栗
五
月

　
一
番
上
の
孫
が
、
今
年
も
う
中
学

生
。
早
い
も
の
で
す
。
私
も
年
を
と

る
は
ず
で
す
ね
！
（
西
部
タ
ン
カ
ー
）

今
年
の
目
標

香
川
県  

川
﨑
唯

　
２
０
２
６
年
も
始
ま
っ
て
一
カ
月

が
た
ち
、
す
ご
く
時
が
過
ぎ
る
の
が

早
く
感
じ
ま
す
。
今
年
は
や
り
残
し

た
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
事
が
目

標
で
す
。

（
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
リ
ー
）

寒
さ

福
岡
県  

あ
い
ち
ゃ
ん

　
育
て
て
い
た
ミ
ン
ト
が
寒
さ
に
負

け
て
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
旦
那

の
サ
ボ
テ
ン
は
ま
だ
元
気
で
一
安

心
。
帰
っ
て
く
る
ま
で
頑
張
っ
て
育

て
ま
す
！

（
東
洋
海
運
シ
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

恵
方
巻
と
節
分
そ
ば

広
島
県  

こ
こ
ろ

　
節
分
に
恵
方
巻
と
節
分
そ
ば
を
家

族
で
食
べ
ま
し
た
。

（
商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
）

今
年
も
大
忙
し
で
す

千
葉
県  

古
谷
陽
南
乃

　
部
活
や
習
い
事
で
、
と
て
も
忙
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま

す
！

（
東
港
サ
ー
ビ
ス
）

感
謝

山
口
県  

ほ
の
ほ
の

　
春
が
来
る
た
び
一
つ
一
つ
年
を
重

ね
、
健
康
に
恵
ま
れ
喜
べ
る
私
が
い

る
の
も
、
い
つ
も
船
の
上
で
仕
事
し

て
く
れ
て
い
る
主
人
の
お
か
げ
。
感

謝
で
す
。

（
神
鋼
物
流
）

温
泉

愛
知
県  

ス
ラ
ム
ダ
ン
ク

　
休
暇
で
家
に
帰
る
と
必
ず
行
く
場

所
、
温
泉
。
い
つ
行
っ
て
も
癒
や
さ

れ
ま
す
ね
。

（
日
本
郵
船
）

家
族
旅
行
の
思
い
出

広
島
県  

く
り
き
ん
と
ん

　
船
員
し
ん
ぶ
ん
に
Ｊ-

Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
記
事
が

載
っ
て
い
て
、
特
別
展
示
が
琴
平
海

洋
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
息
子
が
船
の
仕
事
に
就
く
こ
と

が
決
ま
り
、
家
族
旅
行
で
四
国
に
行

っ
た
と
き
に
訪
れ
た
場
所
で
な
つ
か

し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
船

で
働
く
若
者
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す

ね
！

（
宮
崎
産
業
海
運
）

流
氷

北
海
道  

き
り
ん
（
川
近
）

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
流
氷
が
訪
れ
、

寒
さ
は
厳
し
い
で
す
が
、
こ
の
冬
は

雪
が
少
な
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
川
崎
近
海
汽
船
）

一
斉
購
入

静
岡
県  

森
本
マ
リ

　
家
電
が
立
て
続
け
に
壊
れ
、
痛
い

出
費
と
な
り
ま
し
た
。
洗
濯
機
、
冷

蔵
庫
、
オ
ー
ブ
ン
。
ど
れ
も
10
年
も

の
な
の
で
、
寿
命
だ
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
の
一
斉
購
入
で
ま
た
同
時

期
に
寿
命
を
迎
え
る
事
に
な
り
そ
う

で
す
…

（
日
本
ガ
ス
ラ
イ
ン
）

我
が
家
の
ミ
モ
ザ

鹿
児
島
県  

き
り
ぶ
ー

　
昨
年
は
枝
を
切
り
す
ぎ
て
、
花
が

少
し
し
か
咲
か
ず
寂
し
か
っ
た
我
が

家
の
ミ
モ
ザ
。
今
年
は
た
く
さ
ん
の

ツ
ボ
ミ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
開
花
が

楽
し
み
で
す
。

（
商
船
三
井
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
）

焚
き
火

福
岡
県
　
藤
枝
え
り
か

　
家
族
で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
イ
ベ
ン

ト
へ
よ
く
出
掛
け
ま
す
。
薪
が
爆
ぜ

る
音
、
暖
か
さ
、
炎
の
揺
ら
ぎ
。
冬

の
癒
や
し
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
っ
て

ま
す
。

（
日
本
サ
ル
ヴ
ェ
ー
ジ
）

寒
い
け
れ
ど
…山

口
県
　
原
田
幸
也

　
北
日
本
は
大
雪
で
す
が
、
山
口
県

は
渇
水
で
す
。
寒
い
け
れ
ど
雪
、
雨

が
降
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
大

変
だ
。

（
川
崎
汽
船
）

ふ
わ
ふ
わ

大
阪
府  

植
木
真
美

　
友
達
の
赤
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
行
き

ま
し
た
。
小
さ
く
て
フ
ワ
フ
ワ
で
壊

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
。
本
当
に

可
愛
か
っ
た
で
す
！（

三
井
倉
庫
港
運
）

色
と
り
ど
り
の
花鹿

児
島
県  

木
蓮

　
梅
の
花
が
色
づ
き
始
め
、
桜
の
開

花
が
待
ち
遠
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
色
と
り
ど
り
の
花
を
見

る
こ
と
を
楽
し
み
に
元
気
に
過
ご
そ

う
と
思
い
ま
す
。

（
深
田
サ
ル
ベ
ー
ジ
建
設
）

⑤

幽
霊
船
と
海
賊
船

「
カ
ピ
タ
ン
、
ど
う
し
ま
す
？
ま

た
、
幽
霊
船
に
ち
が
い
ね
え
。
あ

い
つ
、
で
す
ぜ
。
二
ど
め
で
す
。

な
ん
だ
っ
て
お
れ
ら
の
前
に
現
れ

や
が
る
ん
だ
。
な
に
か
用
で
も
あ

る
み
て
え
に
」

一
ど
め
は
夕
べ
。
逃
げ
る
み
た

い
に
は
な
れ
て
る
。
こ
ん
ど
は
近

く
で
目
を
こ
ら
し
た
。
人
は
ひ
と

り
も
い
な
か
っ
た
。
帆
は
破
れ
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
ど
う
や
っ
て
風

を
も
ら
っ
て
る
ん
だ
。

ち
ぎ
れ
そ
う
な
ロ
ー
プ
、
な
わ

ば
し
ご
。
マ
ス
ト
て
っ
ぺ
ん
の
海

賊
の
旗
も
だ
ら
ぁ
ん
と
、
げ
ん
き

が
な
い
。

「
カ
ピ
タ
ン
、
お
れ
た
ち
と
お
ん

な
じ
ス
ペ
イ
ン
で
し
ょ
う
か
」

「
そ
れ
は
わ
か
ら
ん
。
造
っ
た
と

こ
ろ
が
ど
こ
に
売
っ
た
か
で
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
の
船
に
も
オ
ラ
ン
ダ
の

に
も
な
る
か
ら
な
。
こ
の
メ
ド
ゥ

サ
だ
っ
て
、
元
も
と
は
イ
ギ
リ
ス

の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
ぶ
ん
ど
っ
て

今
は
お
れ
た
ち
の
だ
ろ
」

そ
う
、
お
ん
な
じ
設
計
図
か
ら

い
く
隻
つ
く
ら
れ
て
る
の
か
、
カ

ピ
タ
ン
だ
っ
て
知
ら
な
い
。
た
だ

こ
の
帆
船
の
人
気
は
だ
ん
と
つ
だ
。

マ
ス
ト
の
高
さ
、
帆
の
張
り
出

し
。
速
く
走
れ
る
ス
マ
ー
ト
な
設

計
。
と
に
か
く
形
が
美
し
い
ん
だ
。

「
で
す
が
カ
ピ
タ
ン
、
ど
う
し
て

こ
ん
な
姿
に
。
ま
っ
た
く
幽
霊
船

じ
ゃ
ね
え
で
す
か
。
乗
っ
て
た
や

つ
ら
、
ど
こ
い
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
か
ね
」

「
さ
あ
な
。
食
い
物
や
飲
み
水

が
つ
き
た
か
、
そ
れ
と
も
悪
い
病

気
に
で
も
と
り
つ
か
れ
た
か
。
ど

っ
ち
に
し
て
も
、
戦
っ
て
負
け
た

わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
な
。
見
な
、

大
砲
の
弾
い
っ
ぱ
つ
だ
っ
て
く
ら

っ
た
跡
が
な
い
」

と
、
い
き
な
り
だ
っ
た
。
カ
ピ

タ
ン
の
肩
に
と
ま
っ
て
い
た
オ
ウ

ム
が
は
ば
た
い
た
。
ゴ
エ
ゴ
エ
っ

と
鳴
い
て
、
か
く
れ
て
る
な
ぎ
お

さ
ん
の
上
に
飛
ん
で
き
た
。

の
ら
ま
る
こ
が
、
と
び
だ
し
た
。

こ
っ
ち
へ
お
い
で
、
と
で
も
い

う
み
た
い
に
。
な
ぎ
お
さ
ん
か
ら
、

引
き
は
な
そ
う
と
し
た
ん
だ
。

「
く
ろ
ネ
コ
で
す
、
カ
ピ
タ
ン
！
」

「
え
、
え
ん
ぎ
で
も
ね
え
、
く
ろ

ネ
コ
は
魔
女
の
手
下
だ
ぞ
」

「
ゆ
、
幽
霊
船
に
く
ろ
ネ
コ
か
。

か
か
わ
ら
ね
え
ほ
う
が
よ
さ
そ
う

だ
。
は
な
れ
ま
し
ょ
う
、カ
ピ
タ
ン
」

海
賊
た
ち
は
、
口
ぐ
ち
に
言
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
オ
ウ
ム
が
幽
霊

船
か
ら
は
な
れ
な
い
。

「
あ
っ
、人
だ
。
だ
れ
か
い
ま
す
」

グ
ス
タ
フ
は
目
が
い
い
み
た
い

だ
。
オ
ウ
ム
は
の
ら
ま
る
こ
に
、

だ
ま
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
い
る
ぞ
、
あ
や
し
い
じ

い
さ
ん
が
一
人
。
ゴ
エ
ゴ
エ
っ
と
、

し
ゃ
が
れ
声
で
お
し
え
ち
ゃ
っ
た

ん
だ
。

海
賊
た
ち
は
、
ぶ
あ
つ
い
板
を

わ
た
し
て
船
ど
う
し
を
つ
な
げ
た
。

船
に
橋
を
か
け
た
ん
だ
。

な
ぎ
お
さ
ん
は
両
う
で
を
か
か

え
ら
れ
た
。

「
お
ま
え
は
、
な
に
も
の
だ
？
」

カ
ピ
タ
ン
は
き
い
た
け
ど
、
コ

ト
バ
は
わ
か
ら
な
い
。
で
も
、
こ

こ
ま
で
く
れ
ば
、
お
か
し
な
で
き

ご
と
は
つ
な
が
る
。
二
隻
の
海
賊

船
。
き
っ
と
同
じ
設
計
図
か
ら
生

ま
れ
て
る
、
い
わ
ゆ
る
姉
妹
船
な

の
だ
ろ
う
。
と
な
り
に
横
づ
け
さ

れ
て
る
海
賊
船
は
ど
こ
を
ど
う
み

た
っ
て
、
じ
ぶ
ん
が
棟と

う

梁り
ょ
う

と
し
て

造
っ
た
難
破
船
と
ち
が
わ
な
い
。

こ
の
姉
妹
船
が
よ
び
あ
っ
た
？

も
し
か
し
た
ら
時
空
と
や
ら
ま
で

こ
え
て
。
な
ぜ
だ
。
そ
う
し
な
く

ち
ゃ
な
ら
な
い
使
命
と
や
ら
が
あ

る
と
い
う
の
か
。

そ
れ
に
し
て
も
か
た
ほ
う
は
、

三
百
年
も
昔
か
ら
き
た
海
賊
？

そ
れ
な
ら
、
だ
れ
だ
っ
て
び
び

る
。
命
が
い
く
つ
あ
っ
た
っ
て
足

り
そ
う
に
な
い
。
だ
け
ど
、
な
ぎ

お
さ
ん
は
、
ふ
つ
う
の
お
じ
い
さ

ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

わ
し
か
。
ま
も
な
く
九
十
に
な

る
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
生
き
た
。
大

好
き
な
海
を
な
が
め
て
、
海
に
か

か
わ
る
仕
事
、
船
を
造
り
つ
づ
け

た
。
思
い
の
こ
す
こ
と
な
ど
、
あ

ろ
う
か
？
な
い
！

お
も
し
ろ
い
。
さ
い
ご
に
、
こ

ん
な
時
空
に
招
か
れ
る
と
は
。
こ

れ
は
、
ほ
う
び
か
？
海
の
神
か
だ

れ
か
の
。

「
は
な
し
て
や
れ
。
こ
の
じ
い
さ

ん
、
ど
う
や
ら
幽
霊
で
も
な
さ
そ

う
だ
。
ま
、
船
の
ほ
う
は
幽
霊
船

か
も
し
れ
ん
が
な
」

な
ぎ
お
さ
ん
は
腕
を
と
か
れ
た
。

「
わ
し
は
な
、船
づ
く
り
の
棟
梁
」

船
を
指
さ
し
て
、
金
づ
ち
を
に

ぎ
っ
て
、
ト
ン
ト
ン
と
釘
を
打
つ

し
ぐ
さ
を
し
た
。
じ
ぶ
ん
の
胸
を

た
た
き
、
と
う
り
ょ
う
、
と
名
の

っ
た
。
名
前
よ
り
、
こ
っ
ち
の
ほ

う
が
か
っ
こ
い
い
。

「
で
、
お
ま
え
さ
ん
が
、
カ
ピ
タ

ン
、
か
？
」

指
さ
す
と
、
カ
ピ
タ
ン
が
ほ
ほ

を
ゆ
る
め
て
う
な
ず
い
た
。

の
ら
ま
る
こ
が
、
か
え
っ
て
き

た
。
な
ぎ
お
さ
ん
の
足
も
と
で
、

カ
ピ
タ
ン
を
み
あ
げ
、
に
ら
ん
だ
。

満
月
に
海
賊
船
が
や
っ
て
来
る

大
原
興
三
郎
　
文

二
井
野
ま
こ
　
画

童
話
・
潮
の
香
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《
材
料  

２
人
分
》

　
キ
ウ
イ
１
〜
２
個
、
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル

ト
１
パ
ッ
ク
、
ハ
チ
ミ
ツ
適
量
、
お
好
み
で

グ
ラ
ノ
ー
ラ
ま
た
は
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
適

量
。

《
作
り
方
》

①
キ
ウ
イ
は
皮
が
つ
い
た
ま
ま
１
個
ず
つ

ラ
ッ
プ
で
包
み
冷
凍
庫
で
凍
ら
せ
る
。

②
ボ
ウ
ル
に
ザ
ル
を
の
せ
、
キ
ッ
チ
ン
ペ

ー
パ
ー
を
し
く
。
そ
の
上
に
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
あ
け
、
表
面
を
平
ら
に
な
ら
し
て

ラ
ッ
プ
を
し
、
冷
蔵
庫
で
一
晩
水
切
り

す
る
。

③
凍
ら
せ
た
キ
ウ
イ
は
サ
ッ
と
水
で
洗
い
、

半
解
凍
の
状
態
に
す
る
。
へ
た
を
切
り

落
と
し
、
皮
を
引
っ
張
る
よ
う
に
し
て

む
き
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
る
。

④
水
切
り
し
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
器
に
よ
そ

っ
て
、
そ
の
上
に
冷
凍
キ
ウ
イ
を
飾
る
。

お
好
み
で
グ
ラ
ノ
ー
ラ
ま
た
は
コ
ー
ン

フ
レ
ー
ク
を
ふ
り
か
け
、
ハ
チ
ミ
ツ
を

ま
わ
し
か
け
る
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
早
く
水
切
り
し
た
い
時
は
重
し
（
小
皿

な
ど
）
を
の
せ
て
く
だ
さ
い
。
水
切
り
し

た
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
少
し
や
わ
ら
か
く
し
た

い
場
合
は
、
ボ
ウ
ル
に
た
ま
っ
た
ホ
エ
ー

を
適
量
加
え
て
混
ぜ
て
く
だ
さ
い
。 冷凍キウイの

水切りヨーグルト添え

Ａ
〜
Ｆ
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

①
ひ
な
ま
つ
り
に
飾
る
餅

④
「
俘
虜
記
」
は
…
…
文
学   

⑦
ホ
タ
ル
グ
サ
は
…
…
草

⑧
国
際
郵
便

⑩
人
の
住
む
家

⑫
…
…
！　
あ
っ
ぱ
れ
！

⑬
茶
色
、
英
語
で
は
？

⑮
き
ず
、
欠
点
、
あ
や
ま
ち

⑯
英
大
衆
紙
「
ザ
・
…
…
」

⑰
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

⑲
…
…
腐
。
納
…
…

⑳
キ
ツ
ネ
は
…
…
神
社
の
使
い

㉒
席
を
定
め
ず
立
っ
た
ま
ま
食

べ
る
…
…
パ
ー
テ
ィ
ー

㉕
や
さ
し
く
て
慈
悲
深
い
母

㉖
ブ
ン
タ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
ミ

カ
ン
類
で
最
大
の
果
実

㉗
中
国
の
通
貨
は
…
…
元

①
眠
れ
な
い
夜
に
数
え
ま
す

②
春
の
彼
岸
の
中
日

③
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
…
…

④
人
気
漫
画
「
…
…
の
刃
」

⑤
低
い
。
…
…
ヒ
ー
ル

⑥
足
首
の
両
側
の
突
起
骨

⑨
マ
リ
モ
で
有
名
な
湖

⑪
売
り
家
と
…
…
様
で
書
く
三

代
目

⑭
虫
が
…
…
と
動
い
て
い
る

⑮
互
い
に
顔
を
知
る
仲

⑯
美
川
憲
一
の
ヒ
ッ
ト
曲
の
一

つ
「
…
…
の
女
」

⑱
「
彼
は
ナ
イ
ス
…
…
だ
」

⑲
都
市
の
中
心
地
帯

㉑
髪
を
結
ぶ
飾
り
の
一
つ

㉓
サ
ザ
エ
の
…
…
焼
き

㉔
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
ロ
ケ
地

▼
は
が
き
に
答
え
、会
社
、住

所
、氏
名
、年
齢
、日
々
の
出

来
事
な
ど
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。正
解
者
に
は
抽
選
で
、

ま
た「
わ
た
し
も
ひ
と
こ
と
」

欄
の
掲
載
者
に
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。イ
ラ
ス

ト
や
俳
句
な
ど
の
作
品
も
会

社
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

▼
送
り
先
＝
〒
１
０
６

－

０
０

３
２　
東
京
都
港
区
六
本
木

７

－

15

－

26

　
全
日
本
海
員
組
合  
広
報
室

▼
締
め
切
り
＝
３
月
15
日

▼
前
号
答
え
＝
モ
ウ
ス
グ
ハ
ル

問
題

みんなの
イラスト

愛知県  ちゅりん

千葉県  ざっそう

福岡県  島田みおり愛知県  モロヘイヤ

福岡県  藤枝和花広島県  石川渚

岡
山
県

よ
し
や

神
奈
川
県

石
川
暖
真

愛
知
県

多
田
紋
菜

北
海
道

さー

ち
ゃ
ん

福
岡
県

な
ぎ
さ
ち
ゃ
ん
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福
岡
県  

み
こ
ち
ゃ
ん

睦
月
去
る
一
分
さ
え
も
秒
の
ご
と

母
の
擦
る
林
檎
な
つ
か
し
熱
の
夜

愛
媛
県  

く
ー
ち
ゃ
ん

年
の
数
福
豆
食
べ
る
は
き
つ
く
な
る

山
口
県  

と
き
ど
き
晴
れ

お
ぼ
ろ
月
想
い
を
馳
せ
て
ス
ク
ワ
ッ
ト

茨
城
県  

田
中
勝
枝

寒
開
け
て
ど
こ
か
心
の
緩
み
を
り

裏
門
に
紅
い
梅
咲
く
我
が
母
校

兵
庫
県  

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

寒
月
や
雪
は
静
か
に
舞
い
昇
る

寒
き
朝
二
月
の
雪
に
足
あ
と
一
つ

兵
庫
県  

ネ
ー
コ

ス
ト
ー
ブ
や
灯
油
無
し
で
は火も

点
か
ぬ

テ
ス
ト
受
け
る
孫
の
心
に
桜
咲
け

東
京
都  

Ｔ
・
ト
シ
ヤ
ス

手
の
ひ
ら
に
薬
を
の
せ
て
い
そ
い
そ
と

何
時
も
の
よ
う
に
助
け
ら
れ
た
し

茨
城
県  

田
中
敏
光

啄
木
を
思
い
て
手
の
ひ
ら
じ
っ
と
見
て

先
が
見
え
ず
明
日
は
我
が
身
か

埼
玉
県  

秩
父
の
芝
桜

冬
な
の
に
セ
ン
キ
ョ
セ
ン
キ
ョ
と

ウ
グ
イ
ス
嬢
春
を
期
待
し
推
し
に
一
票

豆
ま
い
て
ひ
と
月
寝
れ
ば
ひ
な
祭
り

家
の
飾
り
も
衣
替
え
か
な

静
岡
県  

常
定
美
和

陸
風
が
頬
撫
で
過
ぎ
る
夜
釣
り
か
な

春
の
浜
素
足
に
ア
オ
サ
心
地
よ
く

京
都
府  

足
立
衛

何
事
も
始
め
る
勇
気
齢
と
れ
ど

俳
句

短
歌

川
柳
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